
2021/02/27 第3回 考古天文学会議　於：Zoom Meeting

茨木 孝雄
（元）杉並区立科学教育センター　（元）国立天文台天文情報センター

星鱳信仰、 鱇鲐鱉鱴光鱳心理学
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（臺灣大學中國文學系、中央研究院歷史語言研究所、資訊科學研究所、數位文化中心　共同開發）https://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/jiaguwen?kaiOrder=1273&ZiOrder=836

甲骨文字の『星』 
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對世界最早超新星甲骨殘片「新大星併火」 相關錯誤的考證與破解
2016-03-15 由 甲骨金文 發表于文化

原文網址：https://kknews.cc/culture/az6836.html

歴史上最も初期の新星爆発の記録が、殷時代（およそ3300年前）の 
甲骨片から発見 
上写真の発表者は、Dr.Samuel Chao Chung Ting（丁肇中）

ｖ

アンタレス(α Sco)火
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住吉大社 
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筒男三神は星神
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八幡縁起絵巻の謎 

月岡芳年作　『神功皇后』
三

畝火山口神社（奈良県橿原市）所蔵「神功皇后縁起絵巻」
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八幡縁起絵巻の謎 琴崎八幡宮本 
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八幡縁起絵巻  
(サンフランシスコ アジア美術館 アベリー・ブランデージ・コレクション)

八幡縁起絵巻と西洋星図絵　　　　　
故・草下英明氏『星の文学と美術』より

フラムスチード天球図譜 　　　(オリオン座とおうし
座)

(John Flamsteed Atlas coelestis, Londra Edizione del 1753 )

裏返し
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Polaris (αUMi)

北極星
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三星紋から七星紋へ蛇より行事 妙見尊（東京都稲城市）

［妙見寺 本堂］ 
  神王山観音院妙見寺（天台宗） 
文政5年（1822年）に妙見寺が刊行した『北辰妙見尊
略縁記』には、この行事について以下のように記され
ている。 
「寛文二年の春、諸国に疫病が流行した折、妙見宮の
神木に大注連を張って北辰四天を祭り、また茅で三百
間に及ぶ大蛇の如き大綱をつくって郷境の道の傍に置
き、村内への疫病侵入を防いだことに始まり、一時中
止の時期もあったが再開後は毎年茅の大蛇をつくって
疫病を防ぐ祈願を行った。」

  ［妙見宮の鬼板］
七星(曜)紋を四三に分けて、 
拝殿正面側と裏の北側で色 
を変えたデザインがユニーク。

  ［妙見山の参道］
山頂に妙見宮が鎮座

妙見信仰
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蛇より行事 妙見尊（東京都稲城市）１ 

２ ３ 

４ 

2019/08/07 08h 取材開始-18h 完了

妙見信仰
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海を渡ってきた星の神妙見菩薩

氷上山興隆寺（山口）大内氏の氏寺

八代神社の神宝・四寅剣（八代）

秩父神社の扁額

河内

降松神社扁額（山口県下松市）
“星降る町、下松”

能勢妙見山信徒会館『星嶺』

妙見寺と妙見社 
（高崎市引間町）

相馬妙見 歓喜寺

『河内名所図会』河内国石川郡春日村 妙見

現・曹洞宗 妙見寺

千葉神社拝殿扁額（三星紋と妙見）
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『八代学への招待』（全国地名シンポジウム八代大会実行委員会 発行 1991）掲載図を参考に修正作成

妙見信仰

＊９
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＊１

＊10 降星山光林寺 
　　妙見石（交野

市）
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星のまち☆かたの機物神社（大阪府交野市）七夕祭 
提供：交野市役所社会教育課

降星山光林寺の妙見石（三所降臨の内の一所） 
（ただし今見ると、吉田光邦著『星の宗教』掲載写真の石と違うような？）
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妙見信仰

(好日山荘 登山レポートＨＰから)

り 

と
う

り 

と
う
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伊勢の妙見信仰
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伊勢の妙見信仰

木造妙見菩薩立像（伊勢 常明寺伝来  現・K.K よみうりランド 所蔵）

伊勢妙見堂跡地（1992年11月 伊勢妙見顕彰会事務局）

再建された伊勢妙見堂「浄徳庵」(写真下)と眼下に見下ろす伊勢街道(中央上)
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ブルーノ・タウト（1880-1938）

達磨寺とブルーノ・タウト

感嘆と畏敬の念をもって我が心を満たす二つのもの…） 
頭上に輝ける星と我が内なる道徳律。 

                                        
カント『実践理性批判』(1788 )

黄檗宗少林山達磨寺 山門

達磨寺霊符堂（本尊：北辰鎮宅霊符尊） 北斗瓦（タウト夫妻の居室だった洗心亭床下）
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太上神仙鎮宅霊符

八代霊符神社 所蔵版木

鎮宅霊符神社の護符（奈良）
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鎮宅霊符尊石塔（伊香
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Aladin Desktop & Aladin Lite  by the Centre de Données astronomiques de Strasbourg.

北斗の星～輔星と弼星

80UMa アルコル

81UMa

ζUMa ミザール

弼星？

北斗九星図（滋賀 宝巌寺蔵）

輔星
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虚空蔵信仰～星と金属と水

金星（明けの明星・啓明）

空海、室戸岬で虚空蔵求聞持法を修得

空海、高野山で出会った狩場明神に導かれ 
丹生都比売から神領を借り受けて金剛峯寺を開く。空海『御遺告』(835)
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金生山 明星輪寺
岐阜県大垣市赤坂町

本殿は岩体の中にあり、本尊の虚空蔵菩薩像は岩をくり貫いた小部屋に安置されている
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千光山清澄寺
千葉県鴨川市

1200年ほど昔、”不思議法師”という僧侶が千光
を発する柏の木で虚空蔵菩薩の仏像を彫ったと
き、星の影を宿す井戸を授かったという。 
1253年、日蓮が清澄山の山頂で立教開宗。
1949年日蓮宗の大本山の一つとなる。

妙見大祭の幟旗 虚空蔵尊のお札

明星の井戸
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名称 住所 記載文献 コメント 祭神　本尊

宝性院（柳津福智満虚空蔵尊） 宮城県登米市津山町柳津字大柳津 虚空蔵菩薩

霊厳山 円蔵寺（柳津福満虚空蔵尊） 福島県河沼郡柳津町大字柳津字寺家町甲 *1 銀、銅 虚空蔵菩薩

伊須流岐比古神社（石動山 天平寺） 石川県鹿島郡中能登町石動山 *3
伊須流岐比古神（虚空蔵菩薩）
白山比咩神（十一面観音）

明星山不動院 光徳寺 栃木県宇都宮市簗瀬 *1 虚空蔵菩薩
福応山成蓮院 円満寺 群馬県桐生市西久方町 *1 虚空蔵菩薩　（脇侍）妙見菩薩
慈覚山慈星院 清月寺 埼玉県川口市芝 *1 虚空蔵菩薩
村松山 虚空蔵堂 茨城県那珂郡東海村村松 *1 虚空蔵菩薩

五大山明星院 興願寺 埼玉県桶川市倉田 *1 虚空蔵菩薩
星谷山明星院 真浄寺 東京都青梅市谷野 *1 虚空蔵菩薩

妙法山持寶院 星谷寺 神奈川県座間市入谷 *1 しょうこくじ　星の井戸 虚空蔵菩薩
金生山 明星輪寺 岐阜県大垣市赤坂町 *1 *2 金、銀、銅、水銀 虚空蔵菩薩

高賀（こうか）神社・蓮華峯寺 岐阜県関市洞戸高賀 岐阜県関市洞戸高賀 *2 銅　高賀山信仰6社の一つ 虚空蔵菩薩（蓮華峯寺）

智福山 法輪寺 京都府京都市西京区嵐山虚空蔵山町 *1 虚空蔵菩薩

虚空蔵山 弘仁寺 奈良県奈良市虚空蔵町 *3 明星菩薩立像あり 虚空蔵菩薩

勝峰山兜率院 金剛證寺 三重県伊勢市朝熊町 *2 鉄、銅 虚空蔵菩薩

舎心山常住院 太龍寺 徳島県阿南市加茂町龍山 *2 水銀 虚空蔵菩薩

室戸山明星院 最御崎（ほつみさき）寺 高知県室戸市室戸岬町 *1 *2 金鉱 虚空蔵菩薩
*1  佐野賢治『虚空蔵信仰』（雄山閣出版）
*2  若尾五雄「鉱山と信仰」（佐野賢治 編『星の信仰』所収）、『黄金と百足』（人文書院）
*3  佐野賢治『修験道と虚空蔵信仰』（泉 武夫『日本の美術 No.380 虚空蔵菩薩像』所収）

主な虚空蔵寺院
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日本神話の明星
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説

ミルトン『失楽園』（1667） 挿画：ドレ Doré 
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星宮社　名古屋市南区本星崎町

軻遇突智社
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甕星 香香背男の伝説大甕神社本殿

おんね磯（岩） 
（波立っている場所） 
香香背男が砕け散った 
とされる場所の一つ。

石名坂 
巨石と化した香香背男が 
ここで武葉槌命によって 
蹴り上げられ砕け散った 

とされる。 

大甕神社旧鎮座地 
    巨岩は陸軍によって 

    撤去された。

茨城県日立市
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星神 甕星香香背男の出自

天
背
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見
え
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叛
逆
者
香
香
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で
あ
ろ
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あ
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に
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城
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さ
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系
の
族
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山
城
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の
地
に
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で
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う
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高
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枝
『
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究
』  (
一
九
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厚
生
閣

お
た 

ぎ

一
書
に
日
は
く
�
天
神
�
経
津
主
神
・
武
甕
槌
神
を
遺
し
て
�

葦
原
中
国
を
平
定
め
し
む
�
時
に
二
の
神
日
さ
く
�

﹁
天
に
悪
し
き
神
あ
り
�
名
を
天
津
甕
星
と
日
ふ
�
亦
の
名
は

天
香
香
背
男
�
請
ふ
�
先
づ
此
の
神
を
誅
ひ
て
�
然
し
て
後
に

下
り
て
葦
原
中
國
を
撥
は
む
﹂
と
號
す
�
是
の
時
に
�

斎
主
の
神
を
斎
の
大
人
と
號
す
�
此
の
神
、
今
東
國
の
檝
取

の
地
に
在
す
。

　
　
　
　
　 

 

﹃
日
本
書
紀
﹄
巻
第
二
・
神
代
下
・
天
第
九
段

あ
る
ふ
み

あ
ま
つ
か
み

つ
か
は

し
　
づ

ふ
た
は
し
ら

つ
み
な

は
ら

ま
う

ま
う

あ 

づ
ま

か 

と
り

い 

は
ひ

い
は
ひ

う
　
し

ま
う

葛木倭文座天羽雷命神社 奈良県葛城市加守
かつらぎしずりにいます あまはいかづちのみこと じんじゃ

一
に
い
は
く
�
二
の
神
遂
に
邪
神
及
び
草
木
石
の
類
を
誅
ひ
て
�

皆
已
に
平
け
ぬ
�
そ
の
不
服
は
ぬ
者
は
�
唯
星
の
神
香
香
背
男

の
み
�
故
�
加
倭
文
神
建
葉
槌
命
を
遺
せ
ば
服
ひ
ぬ
�
故
�
二

の
神
天
に
登
る
と
云
ふ
�

　
　
　
　
　
　
　 

﹃
日
本
書
紀
﹄
巻
第
二
・
神
代
下
・
本
文
註

あ
る

ふ
た
は
し
ら

つ
ひ

あ
し
き
か
み

く
さ 

き 

い
し

た
ぐ
ひ

つ
み
な

す
で

む

う 

べ 

な

か 

　
か 

 

せ
　
を

か
れ

ま
た

し 

と
り 

が
み 

た
け 

は 

つ
ち

つ
か
は

う
べ
な

か
れ

（
岩
波
書
店
版
）

？

33



高天原は何処にある？

学説としては…満州説や蒙古説があり、徳川時代には大和高市郡にありとする学者も多かったらしい。 
多田南嶺が九州の豊前・豊後、新井白石は上図のように常陸国にあったと主張。もちろん、天上説も有力で、平田篤胤、本居宣長が 
これを力説した。 （鳥居龍蔵『人類学上より見たる我が上代の文化』〈1〉高天ヶ原の位置と其神々 より要約。）
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日高見国の東遷日出ずる国への憧れ

東
夷
之
中
、
日
高
見
國
有
。（
蝦
夷
曰
）

あ
ず
ま
の
く
に
よ
り
か
へ
り
も
う
し
て 

も
う
さ
く

武
内
宿
禰
、
東
國
自
還
奏
言

 『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
十
八
年

信
太
郡
、
此
地
本
日
高
見
國
云

 『
釈
日
本
紀
』

 『
常
陸
國
風
土
記 
逸
文
』 

こ
の
く
に
は 
も
と 

ひ
　
た
か
み
の 

く
に
と
い
ふ

日
向
国

神
武
東
征

日下（東大阪市日下町） 日高見国・日高・日立

日高見神社（石巻市）・北上＝日高見？

太陽信仰あるいは方位信仰？

くさ か

常
世
国

常
陸
国
を
作
っ
た
後
、
東
の
海
に
去
っ
た
大
己
貴
・

少
彦
名
の
両
神
は
、
再
び
鹿
島
の
海
岸
に
二
個
の

怪
石
と
し
て
出
現
し
た
。
東
海
の
彼
方
と
は
、
常
世

国
の
こ
と
か
？

　
　
　
　
　
　
三
谷
栄
一
『
記
紀
万
葉
集
の
世
界
』

大
倭
日
高
見
の
国

　 

如
此
依
さ
し
奉
し
四
方
の
国
中
と
　

　 

大
倭
日
高
見
之
国
を
安
国
と
定
奉
て

 
 

　 『
六
月
晦
日
大
祓
祝
詞
』

か 

　 

く 
 
 

よ 

り 
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上代日本人の心性

豊
葦
原
の
水
穂
の
国
は
、
昼
は
五
月
蝿
如
す
水
沸
き
、

夜
は
如
火
瓮
す
光
く
神
在
あ
り

さ   

ば   

え    

な

ほ   

ヘ   

な

か
か
や

『
出
雲
国
造
神
賀
祠
』

瓮
火星蛍

火

光への畏怖

石清水八幡宮 竃神殿

i

い 

ず 

も 

の 

か 

み 

の 

み 

や 

つ 

こ 

の 

か 

む 

よ 

ご 

と

人
魂
・
鬼
火
＝
流
星
・
星

＊（日本ではないが）　　　　　　 であるとする神話あり！ 
・二つの星（カストル＆ポルックス）が最初に地上の火を作った（タスマニア） 
・火は最初、カラス（カノープス星と同一視）がもってきた、etc. 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（フレーザー『火の起源の神話』） 

火の起源は星

＊カグツチ（迦具土・軻遇突智）神話 
イザナキの剣で殺された際、剣と石との 
衝撃から生まれた火花や飛び散ったカグツチ 
の血が、星となった。（火石？）

星の起源は火
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明滅する光

部
分 

拡
大

『
夜
桜
美
人
図
』

絹
本
彩
色 

十
九
世
紀
中
葉

『
夜
桜
美
人
図
』　
葛
飾
応
為
（
栄
女
） 

メ
ナ
ー
ド
美
術
館（
愛
知
県
小
牧
市
）
蔵
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https://www.youtube.com/watch?v=uimsjDjeUnA


明滅する光の科学～シンチレーション

ぎょしゃ座α星（カペラ）

ペガスス座ε星 地平高度 20°

地平高度 61°

１秒

１秒

高度が高いときは光度変動が小さく、変動周期が短い。 
高度が低いと、光度変動幅が大きくゼロになる瞬間もある。周期は緩や
か。 片山 昭、豊田耕一 「星のシンチレーションと上層大気の乱流」 
日本気象学会創立75周年記念論文集 1957 

補償光学技術の発達 （国立天文台・すばるギャラリー）
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